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１
月
８
日
㈬
か
ら
14
日
㈫
の
７
日
間
に
か
け
て
、
市
内
の
中

学
生
６
人
が
登
別
ア
イ
ヌ
協
会
会
長
・
上う

え

武た
け

和か
ず

臣と
み

さ
ん
と
共
に

マ
オ
リ
文
化
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
が
共
存
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
行
き
、
多
文
化
共
生
社
会
を
体
験
・
学
習
し
ま
し
た
。

　
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
『
地
域
に
息
づ
く
ア
イ
ヌ
民
族
の
文

化
な
ど
の
次
世
代
へ
の
承
継
』
、
『
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
を
通
し

た
交
流
活
動
の
活
性
化
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
』
の
一

環
と
し
て
、
海
外
に
お
け
る
先
住
民
族
の
歴
史
や
文
化
、
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
初
と
な
る
同
事
業
。

　
マ
オ
リ
と
い
う
先
住
民
族
の
文
化
や
尊
厳
を
尊
重
し
、
共
存

す
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
同
国
で
、
６
人
は
、
マ
オ
リ

の
人
々
が
多
く
生
活
す
る
ロ
ト
ル
ア
や
聖
地
・
モ
コ
イ
ア
島
な

ど
を
訪
問
。
マ
オ
リ
の
人
々
と
交
流
す
る
と
と
も
に
、
同
国
の

歴
史
や
取
り
組
み
、
マ
オ
リ
の
自
然
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　
日
本
と
は
違
う
文
化
だ
け
で
は
な
く
、
意
外
な
共
通
点
に
ふ

れ
た
６
人
は
、
帰
国
後
、
「
い
つ
か
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
訪
れ
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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多文化共生を肌で感じる

　

２
０
２
０
年
登
別
市
市
制
施
行
50
周
年
記
念
　

令
和
２
年
登
別
市
成
人
祭

　
１
月
10
日
㈮
、
滋
賀
県
守
山
市
の
小
学
校
の
給
食
で
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』
が
提
供

さ
れ
、
児
童
約
６
千
400
人
が
登
別
の
『
味
』
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
同
じ
昭
和
45
年
に
市
制
施
行
し
た
登
別
市
と
守
山
市

は
、
東
京
都
福
生
市
と
共
に
友
好
交
流
都
市
の
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
職
員
の
相
互
派
遣
や
小
学

生
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
相
互
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
児
童
か
ら
は
「
お
い
し
い
。
明
日
も
飲
み
た
い
」
な

ど
と
い
う
声
も
聞
か
れ
た
今
回
の
取
り
組
み
。
三
市
は
、

今
後
も
さ
ら
な
る
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

友
好
交
流
都
市
の
き
ず
な

　
１
月
12
日
㈰
、
市
民
会
館
で
『
令
和
２
年
登
別
市
成

人
祭
』
（
同
実
行
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
最
初
と
な
る
今
年
は
、
男
性
180
人
、
女
性
153
人

の
計
333
人
が
出
席
。
華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
友
人
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
永な

が

瀧た
き

颯は
や

人と

さ
ん
と
畑は

た

澤ざ
わ

麗れ
い

那な

さ
ん
が
『
20
歳

の
誓
い
』
と
し
て
、
両
親
を
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た

方
た
ち
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
立
派

な
社
会
人
と
な
る
決
意
を
宣
言
し
、
希
望
に
満
ち
た
未

来
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

大
人
へ
の
第
一
歩

▲�壇上で、『20歳の誓い』を述べる畑澤さん

▲�のぼりべつ牛乳を味わう守山市の子どもたち（守山市からの
提供写真）

守
山
市
の
給
食
で
『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』

▲�帰国後、思い出深い体験を報告する
中学生

▲�マオリの伝
統的な造り
の家屋を見
学

▲�マオリの人々と
『歌』や『踊り』
などを通して図っ
た交流
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